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児童 ･生徒の自然な声を引き出す合唱指導について
- コダーイ ･スクールのMIRACULUM合唱団を事例に一
虫明異砂子
円本の学校教育にハンガリーのコダーイ ･メソッドを取 り入れる際の問題点について,
MIRACtTLUM合唱団の指導法を中心に検討を行なった｡その結果,合唱における発声の捉
え方について,声のための発声練習だけではなく,和声感を養い,ピッチの正確さを高めて
いくための発声練習に指導の重点が置かれていることがわかった｡本稿では,コダーイ･シ
ステムを日本の音楽教育に活かし,児童 ･生徒の自然な声を引き出す合唱指導について,次
の ような提案を行なった｡ 1)幼少時から民謡やわらべうた等の母国語の音楽へ親しませる
こと, 2)ソルミゼ-ションによる移動 ドの発声練習を取り入れること, 3)必要に応じて
ハンドサインを取り入れること,4)和声的 ･非和声的な音感を養う発声練習を取り入れる
こと,5)グローバルスタンダードな発声 (頭声的発声)を獲得させることO
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l.はじめに
日本の学校教育における歌唱指導は,平成10年
度告示 ｢第7次学習指導要領｣より,小学校では
｢自然で無理のない声｣で歌うように,中学校では
｢曲種に応じた発声｣で歌うようになった｡平成20
年改定の新学習指導要領においてもこれらは継続さ
れている｡′ト学校で指導されている ｢自然で無理の
ない声｣という表現内容を,何も発声を考えないま
たは頭声的発声からの脱却と解釈する教師もいる｡
そのため,地声で元気よく歌うのが自然な歌声であ
るという誤解も生まれ,史には,子どもたちへ頭声
的発声の指導をすることさえ批判されるようになっ
てきているO戦後60年にわたって,学習指導要領
で発声の目標とされてきた頭声発声および頭声的発
声が学習指導要領の記載から消えたことは,学校教
育の中での発声の捉え方に大きな影響を与えている
といえる｡このような状況の中,近年,さらに日本
の伝統音楽重視の傾向が強まり,今回の改訂では,
これまでのような鑑賞の領域でなく,表現の領域に,
民謡 ･長唄など具体的なものが初めて盛 り込まれ
た｡今後,音楽授業の中で邦楽的な声を実践するこ
とになれば,学校教育での発声や伝統的な歌唱の捉
え方が,ますます重要になると予想される｡
幼児期から小学校,中学校にかけてと心身の発達
とともに,｢声｣という楽器も成長する｡そういう
意味で,幼児期は声の育成面の出発点ともいえるだ
ろう｡しかし,大切な幼児期に歌われる子どもたち
の歌声は,元気のよい,大きな声ではあるが,音程
もなく,歌の旋律もわからないような地声による怒
鳴り声で歌われることが多くなっている｡幼少期の
歌い方はその後の歌唱に大きく影響するため,現在
のような発声の状況では,小学校高学年,中学校に
かけて身体の発達に応じた自然な響きを得ることが
困難になるのではないだろうか｡
筆者は2003年から2OO4年にかけて米国で在外研究
を行なった｡その研究の中で,インディアナ大学の
合唱クラスに参加し,個々の学生たちが音楽表現を
自由に楽しんでいること,歌や発声に構えがなく,
自然であること,声の表現が幅広いことなどを確認
することができた1)｡また,彼らの基本的な発声は,
ベルカント唱法 (日本の学校教育では頭声的発声に
位置づけられる)であることもわかった｡さらに,
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米国の小学校や中学校を視察する中で,子どもたち
一人ひとりが音楽表現を自由に楽しんでいること,
歌や発声に構えがなく,自然であること,コダー
イ ･メソッドが歌唱指導に取り入れられていること,
呼吸法やウオーミングアップを重視し,何よりも頭
声を大切に取り入れていること等が明らかになった｡
コダーイの理念による音楽教育では,幼少期から
母国語で歌うことが非常に大切であることを基本と
しており,ソルフェージュ教育を徹底し,ハンドサ
イン,移動 ド唱法の採用,合唱活動等を重視してい
る｡この方法は,1963年に東京で開催された第 5
回国際音楽教育協会 (ISM)で注目され,1964年ブ
タペス トで開かれた第6回ISMを機に,コダーイの
音楽教育として世界に広 く知れわたった2)｡以来,
日本でも多くの音楽教育者や合唱指導者がそれを試
みようとさまざまな努力がなされたが,実際には,
日本の学校教育に取り入れられることはなかった｡
筆者は,コダーイ･メソッドによる指導法の一部
を日本の合唱教育に活かすことができるのではない
か,またこの方法は,歌唱指導における発声の捉え
方についてより明確にするための手立てになるので
はないかと考え,2007年11月にコダーイ ･システ
ムによる音楽教育が行われているハンガリーの合唱
状況を視察した｡ハンガリーでは,保育園,音楽小
学校,コダーイ･スクール,教育大学,社会人合唱
団等の様々な歌唱や合唱等を聴くことができた｡本
稿では.ケチケメー ト市のコダーイ ･スクールにあ
る合唱団MIRACULUMの合唱指導方法に着日し,
その方法を現在の日本の学校教育における合唱の声
づくりに活かすための万策について考察するo
l.M旧ACULUM合唱団について
合唱団の詳細については,ハンガリーで入手した
紹介パンフレットより翻訳したものを記載する3'｡
1)合唱団の概要
1950年に設立されたコダーイ ･スクールは,ハ
ンガリーにおいて最初の音楽初等学校である｡この
学校の子どもたちは,コダーイ概念の精神において
教授されている｡合唱における歌唱は,この概念の
大変重要な部分を占めている｡
合唱団の目的は,我が町の文化的な生活における
重要な役割を果たすこと,ハンガリーの音楽生活の
一部分になること,全国的なそして国際的な演奏会,
祭り,合唱コンテス トに首尾よく参加すること,質
の高い録音をすること,そして世界中に適切な方法
でコダーイの出生地であるケチケメー トを象徴する
ことである,合唱団は常に自分たちのレパー トリー
を増やそうとしている｡そのレパー トリーは,基礎
はルネサンスにおかれ,20世紀の音楽まで,コダ
ーイ,バル トー ク,バ ドシュ,そしてコチヤールを
中心とした合唱作品である｡
MIRACULUM児童合唱団は1996年設立され,12
歳から15歳の生徒によって構成されている｡これ
までは,11回のコンクールのうち,6度優勝 し,
チャールズ英国皇太子夫妻のために,またポーラン
ド,マルタ,エス トニア,そしてノルウェーの大統
領のために歌った｡合唱団は,多くのヨーロ､ソバの
国 :イギリス,デンマーク,ベルギー, ドイ'ソ,ス
Uベキア,スロバニアでコンサー トを開いている｡
2)指揮者の紹介
DURANYIKLAszL(ラ(ドゥラニーク ･ラースロー)
彼は,1991年,(ハンガリー北東部の市)ニイレ
ジハ-ザにおいて,数学と音楽の教師の資格を得た｡
1994年,彼はブダペス トのリストフランク音楽院
で音楽マネージメントの資格を授与された｡彼はま
た,1997年,IstvanParkaiの学生であったハンガリ
ー教育大学で大学院の資格 も授与 された｡彼は,
PeterErdeiとGaborHolerungの指導の指揮科のコ
ースに何度か参加 した｡彼は,音楽学においてもリ
ス ト音楽院を卒業 したoDURANYIKLAszL()は,
MIRACULUM児童合唱団とAURIN少女合唱団の創
設者,そして指揮者として,合唱コンクール,祭り,
ヨーロッパ中の合唱ツアーに参加し, トロフィーや
優勝を獲得している｡彼は,合唱の授業をし,国際
的セミナーや海外の合唱ツアーで合唱リハーサルを
している｡2001年,彼は, 1ケ月間オース トラリ
アで合唱授業,ワークショップや公開の合唱リハー
サルを行った｡
写真 1 合唱団リハーサル風景 (虫明損影)
ll.合唱団リハーサルの概要
平成19年11月15日 (12時25分～13時10分),チ
チケメー ト市のコダーイ･スクール内のホールで,
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児童合唱団MIRACULUMの リハ ーサ ルが行 われた｡ 学校 児 童 の見 学 者 約 40名 が参加 したo 指 導 者 は,
団員 は,約 1(JO名 で,45分 の リハーサ ルの前 半 は, 発声 の説明 を交 えなが ら, リハーサルを進めていっ
発声指導,後半 は合唱 曲 3曲の練 習が行 われたO リ た｡発声練習 は, ソル ミゼ- シ ョンの移動 ド唱法 と
ハ-サルには,筆者 ら日本 人 2名,近隣の 市よ り小 母音唱で行 われたO以下 にその概要 を記載す る 4)0
発声練習の流 れ
do
指導者 :君たちが成長する中で,声は変わってゆきます｡年齢を重ねるにつれ,少しずつ美 しい声,少しずつ大きな声.力
強い声になってゆくはずです｡それにつれて君たちには,最も美しく歌う上で.その年齢に応じた適切な練習を行うことが
必要となるでしょう｡そのために私は学校に合唱団を作りました.成功するまでには.実に多くのことを試まねばなりませ
んでした｡これが国レヘルで実践されればよいとも思います｡
さて.どんな歌を歌うにしても.声を出す上で.初めにウオーミングアップが必要です｡それは,スポーツにとりかかる前
に.筋肉を柔らかくほぐしてやることが必要なのと同じです.特に,声帯痛めてしまうこと.これが最も大きな事故ですが,
それほど起こることはありません｡またおかしな声になってしまってもいけないので,その危険を避けるために十分な注意
が必要です｡
さて.歌それぞれに固有の内容を歌い分けることができるためには,テンポの早い部分.高い声.低い声など,それぞれを
歌えるようになる必要があります｡これからいくつかのメロディーを歌うことを試みてみましょう｡
^
do sol mi re do do
･ピアノにより二長調のⅠ度の和音が与えられた後,ソルミゼ-ションdoで主音を発声｡ピッチを全体であわせる｡
′ヽ /lT＼
do re mi re mi ypdo do re mi re mi re do
･ソルミゼ-ションdoで開始｡開始音は全音で上行し,下行する｡ 1点口音より母音Aと0を交互に繰り返す｡開始音 2点
嬰ハよりアル トはオクターブ下にFげて,ソプラノとユニゾンで歌唱｡開始音 1点二から2点二までO
dore m t fasolfamiredosolmido doremifasoLfamiredosolmido
ソ)i,ミゼ-ションdoで開始.音階練習に5度音程と3度音程の組み合わせ｡開始fJl1点/､より2点ハまでG
domisoldosolmi do do misoldosolmi do
･ソルミゼ-ションdoで開始｡ 1オクターブの音域で3度のアルペジオ｡開始音 1点ハより1点イまで｡
A ha ha ha ha 0 ho ho ho ho I hi hi hi hi
･ソルミゼ-ションdoで開始｡腹筋の練習｡開始音 1点ハより2点二まで｡A-ha-ha-ha-ha,0-ho-ho-ho-h0,等母音にhをつ
けて行う｡
haha ha ha 0
指導者 :発声は､短い音を歌ったり.長い書を歌ったり.高い書から低い音まで声を使います｡
･ソルミゼ-ションsolで開始｡開始音 1点 トより2点 トまで｡開始音 2点こよりAOの母音に切 り替えて発声,下行音型2
煮トより途中スタカー トを組み合わせて発声する.
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MIRACULUMの発声は,その大半がソルミゼ-シ
ヨンの移動 ド唱で行なわれ,途中より母音A､0,
Uに移行して行われていた｡通常,発声では母音ま
たは子音を伴った母音で歌唱されることが多い(こ
こでの発声は,ソルフェージュ的に正確な音程づく
りのための練習と声のための練習がミ､ソクスされて
いたと考えられる｡また,教師の指示によって,一
定の昔高に達したとき (1点口音),アル トパー ト
は1オクターブ下の音域で歌唱していた,これは,
アルトパートへの配慮とともにユニゾンによるピッ
チの統一を図っていると考えられる｡さまざまな発
声練習の中で,特徴的だったのは,和声的な発声以
外に不協和音程を発声に取り入れていることとであ
った｡生徒たちが協和音程の響きと不協和音程の響
きをどちらも楽しんで発声を行なっていたのが印象
的であった｡
lV.合唱団の考察
MIRACULUM合唱団は,コダーイの音楽教育の
理念に基づき,ケチケメー トのコダーイ ･スクール
を母体としてヨーロッパを中心に活動している合唱
団である｡合唱団貝は,授業の最初から最後まで座
ったまま歌唱し,足を組む生徒もいれば,姿勢を気
にした様子もない｡団員からの積極的なアプローチ
や意欲はあまり感じられず,指導者の指示のもと,
たんたんと発声をこなしていったように思える.ま
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ず,合唱団独自の練習方法と発声の状態についてま
とめると次のようになる｡
練習方法
I.ソルミゼ-ション移動 ド唱法による発声練習
2.多様な種類と広い音域の発声練習
J.協和音程や不協和音程を取り入れた発声練習
4.ハンドサインの音程練習
発声の状態
1.正確などッチである (清潔な音程)
2.発声に対して,身構えていない (リラックス)
3.自然で素直な声である (ノンビブラー ト)
以 l･_0)7点すべては,グローバルな合唱教育の視点
から重要なポイントであると考える｡では,日本の
学校教育の現状や児童生徒の実態に対応した合唱活
動に,MIRACULUM合唱団のどのような点が適応
でき,児童 ･生徒の能力を育成するための手立ての
なりうるのだろうか｡続いて,MIRACULUM合唱
団の発声練習法について,コダーイ･システムと関
連させながら考察する｡
1)移動 ド唱法とハンドサインについて
日本の音楽教育における読譜指導におけるソルミ
ゼ-ションの移動 ド唱法か固定 ド唱法かについて
は,戦後から半世紀以上論争が行われてきた大きな
問題である5'｡ハンガリーでは,保育園のころから,
さまざまな自国の民謡を移動 ド唱法で教わり,その
メロディーを異なった調で聴くことに慣れているた
め,子どもたちは苦もなく,歌うことができる｡実
際に,ハンガリーの音楽授業や合唱リハーサルでは,
表 1 各種学校の実施状況
移動 ド唱法による譜読みが当然になっているが,日
本ではその認識はばらばらであるのが現実である｡
日本の学習指導要領では,小学校 ･中学校とも ｢歌
唱の指導における階名唱については,移動 ド唱を原
則とすることlと明記されているが6),実際にその
ために必要な練習や経験を積み重ねている教師は,
あまり見られない｡合唱音楽のおいては.純正調の
響きを求めるために,ソルミゼ-ション移動 ド唱法
の読譜が大切である｡羽仁は,｢清潔なイントネー
ションなしにどんな多声歌唱,単旋律の歌唱も成立
しない｣と述べている7)｡合唱,特にアカペラの場
育,純正調の意識的な音程作 りは重要であり,その
ための基礎であるソルミゼ-ション移動 ド唱法やハ
ンドサインの使用も欠かすことはできない｡では,
実際にどのような取り組みがなされているのだろう
かり実際に筆者が行なった指導者へのインタビュー
や授業見学等で視察より,実施状況を比較してみる｡
コダーイ･スクールについては,前述したとおりで
ある｡筆者が視察したインディアナ州ブルーミント
ンに所在する米国の小学校は,現在はモンロー地区
の管轄であるが,かつてインディアナ州立大学音楽
学部の附属小学校であったため,州の中でも音楽レ
ベルの高い学校とされている｡日本で視察したA中
学校,B高等学校は,これまでにNHK全国学校音
楽コンクールや全日本合唱コンクールで金賞を受賞
している合唱の非常に盛んな学校である｡C大学は,
音楽学部の合唱授業であったが,受講生は,声楽科
の学生のほか,器楽専攻の学生が大半であった｡
機関 移動ド唱法 ハンドサイン 対象授業等 ■視察年
KodAly Zoltan Enek-ZeneiAtaanosⅠskola(ノ､ンガリー .ケチケメート市)○ (完全) ○ (完全) 合唱授業 2007
UniVersityElementarySchool(米国.インディアナ州) ○ (不完全) ○ (不完全) 音楽授業 2004
A中学校 (群馬県) △ △ 音楽授業 .部活 2008
B高等学校 (宮城県) × 〉く 部活 2008
表 1のように,筆者が視察した各学校に関しては,
欧米と日本では移動 ド唱法やハンドサインの取り入
れ方は異なっているO前述したように,ケチケメ一一
トのコダーイ ･スクールでは,完壁なソルミゼ-シ
ヨンで移動 ド唱法がマスターされていた｡MIRAC-
ULUM合唱団の指導者は,ソルミゼーションとハン
トサ インについて,｢好きな人は少ないけれども音
楽を自分で見つめるには,大切な小道具であり.辛
段である｣と述べている｡リハーサルでは,リスト
のクリスマスのための合唱曲を用いて.ハンドサイ
ンで説明を行った (語例 1)｡また,両手を用いて,
2声をハンドサインで歌唱できることを示した (語
例 2)｡ここでは,完壁などッチで行われており,
楽器を使用しなくても音程が取れること,自分自身
が手を用いて身体で音高を認識できることは,音楽
を捉えていく上で,有効な手段ではないかと感じる
ことができた｡
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do ye mi ye do sol La do mi re do sol La fa solmi ye do
米国で,視察した小学校では,児童は教師の示し
た手の形を真似しながらハンドサインに取 り組んで
いた｡米国の授業では,教師が示すハンドサインを
見て発声をする,2本の手で示された音高を発声す
る場面を何度か見る事ができた∪合衆国国歌 (ハ長
調で歌唱)やモーツアルト作曲DonaNobisPacem
(原調のヘ長調をハ長調へ移調)がカノンでハンド
サインを用いて歌われていた｡また,コダーイの
333のソルフェージュを教材 として使用 しており
(譜例 3),ここでもハンドサインと移動 ド唱法を取
り入れていた)この教材は,コダーイが読譜の練習
のもっとも最初に扱う教材として作曲されたもので
ある8'｡半音なしのペンタトニッツク (五音音階)
のふしを,2音から始めて10昔の音域にいたる,
かなり難しいものまでを集めた締習曲集で,いずれ
も8小節程度の短いもの,五線譜で需かれたもの,
文字譜でかかれたものもある｡しかし,米国の大半
語例3
i-/..寺 ∴:∴ ･ 紅 コ 亨∴ 昔 ∴ ･.I:.芯 ...l
J加･
,. rTL吐ll｡.仔-1U･rF r7
if7ゴ冊.PIdP川葦dJjlだnldJ冊IHf?冊皇JJnddrdl. 12.仔 r3J
望川n廿里漕県別mjJ,1酬f引dJゴ13.
夏dP川津n侶HT7lj日照121畑月日引浩
軸 RldJF7酬仲南F･lL15･rf rT r5
宝Jd日月朝日川n7侶 l照 1I 1S
畑:7里曹酔l葦J,目上'Ll禦凹InIM}l
の児童は,音の高低に対する認識は感じていたが,
正確などッチで歌うことは困難であり, 2声のハン
ドサインでも純粋な和声感にはならなかった｡すな
わち,ソルミゼ-ションの読譜もハンドサ インも
MIRACULUM合唱団のように道具として活絹しき
れていないことがわかった｡
日本国内では,中学校,高等学校,大学における
授葛や部活等の視察を行ったOハンドサインについ
ては,A中学校の ｢時間があるとき試みているL
B高等学校,C大学では,全く行われていなかった｡
B高等学校では,使用しない理由について,大半の
生徒たちが移動 ド唱法を苦手にしていること,曲に
早く言葉をつけるほうが,短時間の練習では効率が
よいことを挙げている｡また,C大学では,ソルミ
ゼ-ションの譜読みは全て省略し,全体練習の中で
少しずつ音に歌詞を直接つけて歌っている｡指導者
は,限られた時間内では,学生たちに曲を楽しんで
歌わせることを第一義にしている｡ところで,2007
年度に,岡山大学教育学部でも1年生を対象とした
合唱の基礎となる ｢声楽基礎演習｣の授業の中で,
ハンドサインを用いて,簡単なソルフェージュ曲を
歌う練習を行った｡その際の学生の感想をあげてみ
るO授業の受講生13名は,1名を除いて12名は合
唱未経験者であり,初めてハンドサインに取り組む
ものであるo教材は,米国の小学校で使用していた
コダーイの333のソルフェージュ (語例 3),日本
の童謡などを使用し,次のような方法で繰り返し行
なった｡
1.楽譜と文字譜を見て,リズムや音高を理解す
る｡
2.手で拍子を取りながら,移動 ドで歌唱する｡
3.ハンドサインをつけて,移動 ドで歌唱する｡
4.ハンドサインだけで,声を出さないで,頭の
中でメロディーを思い浮かべる (内唱lo
5.3をもう一度行なう｡
6.移動 ドで旋律を歌唱する (歌唱のみ)∪
このような形式を繰り返し実践した｡次に,童謡に
ついては,直接ハ長調の階名に限定し,ハンドサイ
ンつきで行った｡学生たちは,やりはじめには,忠
い切って歌えない,ハンドサインで曲を歌うのが難
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しいという感想が多く見られたが,ほとなくスムー
ズにできるようになった｡次の感想は.毎時間提出
するポー トフォリオに書かれた学生の文をそのまま
記載したものである｡
･手の動きを加えるだけで音程がとりやすくなるのが不思
議だ
･ハンドサインをつけると音程がはまって響くのが不思議
だ
･ハンドサインをするとピッチが合いやすくて安定してす
ごいと思った
･ハンドサインは難しかったけれど,新曲でもパッとでき
るようになってきた
･少しずつ覚えられてきた
･ハンドサインを使ってピッチがよくなるのがわか′ノてす
ごいと思った
･ハンドサインをするとしないのでは,音程のとり方が大
分ちがうんだなと思って少し感動した
･自分ではあまり違いがわからないか,ハンドサインを†
が合うようになるということはすごいと思った
･ハンドサインをつけながら歌うと断然歌いやすかった,
そのほうが,全体のハーモニーもきれいだった
･ハンドサインはなんだか面白い｡なんとなく占程かとり
やすい気がするQ
･ハンドサインをつけるとピッチがよくなるのかイ(思議だ
と思った
･ハンドサインを入jLると音程のずれが少なくなるのはい
い発見だった
学生の感想から,受講生全員がハンドサ インによっ
て音程がとりやすく,ピッチがよくなったと実感し
ていることが明らかになった｡隆夫は,手の形にも
一定程度の解明の機能も表されており,聴覚を発達
させながら,読譜の指導を行うのに有効であり,特
に合唱指導に特に有効であると述べている仰｡しか
し,本来ハンドサインは移動 ド唱法でさまざまな調
の中で使用することによって音程感覚を向上させて
いくものであることから考えると,ハンガリーの学
校教育のように幼少期からの民謡などを周いた徹底
したソルフェージュ教育は不可欠であろう｡また,
移動 ド唱法で歌う場合,どうしても読み替えるとい
う意識はぬぐえなかった｡ハンドサインを入れなが
ら移動 ドで歌った場合,読み替えた階名に意識がい
き,音楽や声には注意を払えなくなるため,満足感
のない音楽づくりで終わるケースが多い｡しかしな
がら,米国の小学校で見られたように,他の調から
ハ長調に移動させて,ハンドサインに取 り組ませる
ということもひとつの方策ではないだろうか｡また,
取 り組む曲の中で音程がとりにくい箇所,また調性
が明確で移動 ドで歌いやすい曲など,指導者の的確
な判断と工夫によって,ハンドサインを音楽授業に
取り入れれば,音程感覚を向上させる可能性がある
のではないだろうか｡.また,2008年度の岡山大学
教育学部の合唱授業では.ソルミゼ-ション移動 ド
の発声練習を行った (MIRACULUM発声 8,9)0
発声練習での移動 ドの使用は,単純な音階の繰 り返
しであれば,移動 ドに慣れていない学生も抵抗なく
できることも示された｡
2)多様な発声練習と柔軟性
移動 ド唱法が完全に身についているMIRACU-
LUMでは,ソルミゼ-ションによるさまざまな発
声練習が繰 り広げられたO発声はまず 1点この単音
を全員で発声することから始まったo次に,ソルミ
ゼ-ションで発声練習の音階が上行しながら繰 り返
された後,母音A,0,Uに切 り替えられていた｡
指導者の指示で,開始音が 1点口音になると,アル
トパー トの生徒は1オクターブ下をユニゾンで歌う
形が見られた (発声 1-4)O発声は,2度から3
皮,5度,8度と次第に音程の幅をひろげている
(発声 1- 4)｡次に,スタッカー トによる発声で,
腹筋の練習を行っている (発声 5)0 A-ha-ha-ha-
1la,0-ho-ho-ho-hoなど,最初に発声する母音に
hを加えて行っている｡特徴的な発声として,次の
3種類の発声を挙げることができる｡まず一つ目に
は,正確などッチによるソルミゼ-ションの発声練
習が行われた (発声 6, 7)｡通常,日本では,発
声をする際に注意することは,特に声の質や響き,
口のあけ方や姿勢等,声そのものに関する指導が多
い｡ しか し,MIRACULUMのように,正確など､リ
チを発声練習の目的とすることは,合唱曲の練習に
スムーズに入ることができるため,音程練習として
の発声練習も大切な役割を果たす｡この発声練習の
中では,指導者の指示で,途中から母音に置き換え
られ,ma,po,so等の子音も利用 して,音程練習
プラス柔軟な発声に移行させていることも興味深
い｡二つ目には,和声的感覚を養うための発声練習
である (発声 8, 9)｡協和音程によるDo,Sol,
Mi,Dnをソプラノ,メゾソプラノ,アル トの3声
で音を保持 し,協和音程感を養うのと同時に,Du,
Sol,Mi,Re,Doをソプラノ1,ソプラノ2.アル
ト1,アル ト2の4声で歌唱させるなど,非協和音
程感も養っていることは興味深い｡ 3つ臼には,ロ
ング トー ンの練習として,ソルミゼ-ションによる
メロディーを息継ぎなしに歌いきるという発声であ
る (発声10,ll)｡この発声は,息を長 く続かせよ
うとすることで,逆に筋肉が硬くなり息が足りなく
なる場合が多いが,MIRACULUMの生徒たちは,
柔軟に,自由に,発声を楽しんでいるように感じLl)
れた｡この発声練習は,開始音 1点ホと1点嬰へ音
の不協和音程の2声でも行なわれ,不協和の長い旋
律が見事に歌唱された｡
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MIRACULtTMの発声練習の目的は,声のための
ウオーミングアップだけでなく,ソルミゼ-ション
移動 ド唱法を用いて,正確な音程感覚を研ぎ澄ます
ための準備として考えられていることが理解でき
た｡多様な発声練習によって,生徒たちから音に対
する構えがなくなり,心身の柔軟性が感じられたこ
とも驚きであったO この柔軟性が,ノンビブラート
の自然で素直な歌声につながっていることも生の歌
声から感じられた｡
V.まとめ
日本の学校教育にコダーイの音楽教育法を取り入
れる際の問題点について,MIRACULUM合唱団の
指導法を中心に検討を行なった. その結果,合唱に
おける声の捉え方について,大きな違いがあること
がわかった｡彼らは,ハーモニー感を育てる発声練
習を発声のメインとしているため,合唱曲の練習で
は,日本の音取りに終始しがちな練習ではなく,ハ
ーモニーをどうまとめていくかという方向で合唱練
習が進行する｡したがって,声のための発声練習だ
けではなく,和声感を養い,ピッチの正確さを高め
ていくための発声練習に指導の重点が置かれている
ことがわかった｡このような違いを生む原因として,
次の3点の理由が考えられる｡
1.音楽の授業数の違い
2.民謡の扱い方の違い
3.言語による発声上の差異
音楽授業が過に4時間あるハンガリーと週に1時間
から2時間の日本では,当然深まる内容や技術も違
ってくるCまた,コダーイ ･システムの下では,教
科書の大半をハンガリーの民謡が占めるが,日本の
音楽教科書では民謡はごく一部の扱いである｡すな
わち,民謡の扱い方が,日本とハンガリーでは,大
きく異なる1日｡ハンガリーでは,幼少期から,民謡
やわらべ歌を通して,自然で無理のない声から頭声
発声を身につけと同時に,民謡を芸術的な作品とし
て大切に扱い,教材のメインに位置づけている｡さ
らに,言語の違いにより発声上の問題点の差異であ
る｡私たち日本人の場合,母語である日本語で歌唱
する場合,下顎に力が入りやすい,咽喉の負担が大
きい,顔の筋肉をあまり使わない,言語に使われる
周波数が低い等12),発声上様々な問題がある｡その
ため,日本で行われている発声練習は,響きや音程,
身体の使い方,支え,筋肉の使い方など,形から入
る場合が多く,発声に対して身構える傾向があるた
め,学校教育の中での指導は,このような傾向を避
けるために,歌の発声が特別な訓練にならないよう
な配慮や工夫が必要となってくる｡円本の音楽授業
にありがちな歌唱-発声という意識が高いために起
こる壁 (歌は好きだが,難しいという苦手意識)を
崩し.前述した問題点を克服するために,コダー
イ･システムを日本の音楽教育に活かし,児童 ･生
徒の自然な声を引き出す合唱指導について以下の5
点を提案したい0
1)幼少時から母国語の民謡やわらべうた等に親
しませ,歌や遊びの中で自然で無理のない発
声を獲得させること｡一声の育成の出発点
2)ソルミゼ-ションによる移動 ドの発声練習を
取り入れること｡-正確な音程の育成
3)必要に応じてハンドサインを取り入れること｡
-正確な音程の育成
4)和声的 ･非和声的な音感を養う発声練習を取
り入れること｡-ハーモニー感の育成
5)グローバルスタンダードな発声 (頭声的発声)
を獲得させること｡-多様な曲種や発声に対
応できる柔軟な身体と心づくり-咽喉に負担
のない自然な発声の育成
Vl.おわりに
21世紀の合唱では,2005年に京都で開かれた世
界の合唱祭でも見られたように,民族的な合唱 ･歌
唱,自国の作品に対する重要性が増し,グローバル
なベルカントの発声,喉を詰めたような発声,地声
による発声等,多様な発声や多様な合唱スタイルへ
の対応力やそれに対する価値観の向上が求められる
だろう｡本稿での提案は,21世紀の多様な合唱に
向けて,子どもたちが合唱の能力を高めるために必
要な基礎的なものである｡筆者が視察したハンガリ
ーやフィンランドでは,合唱指導者は耳を育てるこ
との重要性を指摘していた｡合唱能力を向上させる
ためには,正しい音程やハーモニー感を育てていく
ための努力を忘れてはならない｡
今後の研究として,柔軟性のある声の育成のため,
心身の開放を伴った呼吸法やリラックス法を重視し
たウオーミングアップの検討が必要であると考えて
いる｡ハンガリーではこのような発声体操的なもの
は見られなかったが,米国の小学校では,生徒たち
は授業の最初に呼吸法のトレーニングを実践してい
た∪これによって,身体と精神面のリラックスがな
され,合唱授業に自然に集中していく様子が伺えた｡
世界には,アレクサンダーテクニックをはじめ.ヨ
ガ,太極拳,野口体操,マリアの呼吸法など多数の
呼吸法が存在している｡日本では,近年,体育科を
中心に,体ほぐし,心ほぐしのウオーミングアップ
やサイキングアップ13',ボディワーク14'等が注E7さ
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れている-】これらを発声のウオーミングアップに取
り入れることで,児童生徒が心身ともにやる気を出
し,自分の最高の能力がいつでも発揮できるような
教育法o)開発についても試みたいO
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